
日本語教育から見た日本語の指示詞表現(1)

一朝鮮語対訳から見た表現上の特徴-

深見兼孝

はじめに

本稿は、日本語教育から見た日本語の指示詞表現に関する研究の序論的位置づけとして、

英語との比較で言われているような日本語の指示詞表現の特徴が、朝鮮語との比較におい

ても言えるかどうかを確認することを目的とする。

l.問題点

日本語の指示詞に関しては、日本語学の立場からも日本語教育の立場からも、従来いわ

ゆるコ・ソ・アの別に多くの学問的努力が注がれてきたが、日本語の指示詞の持つ他の特

徴、すなわち、その品詞的な性質、どのような存在を指示するかという存在論的意味に関

しては、ほとんど議論がなかったように思える1)。しかしながら、品詞的な性質や存在論

的意味に関しても十分な研究がないと日本語指示詞の全体的な理解にはつながらないのは

勿論、日本語教育の観点からも「片手落ち」の感は免れないだろう。

このような状況の中で、池上(1982)や巻下・瀬戸(1997)は、日本語の指示詞を使った指

示詞表現が英語のそれと異なっていることを指摘しており、注目される。池上(1982)は日

本語が英語に較べ「輪郭をぼかす」表現をする傾向にあることを主張する中で、日本人の

英作文でsuchの使用が多いことに英語人教師が驚いたというエピソードをあげ、 thisや

thatも「コレ・コノ」、 「ソレ・ソノ」で訳すより「コノヨウナ(コト)」や「ソノヨウ

ナ(コト) 」で訳す方が自然な場合が多いとしている。巻下・瀬戸(1997)は日本語の表現

が英語の表現に較べ状況依存的であることを主張する中で、日本語の指示詞が照応する語

句が近くにないために、その意味を場面や文脈によって決めるしかなく、英語では指示詞

表現をしない例を多数あげている。

池ア(1982)の指摘は、日本語の指示詞がその存在論的意味の中心はおのおの一定である

にしろ、その使い方において英語より「融通が利く」ことを窺わせる。状況依存的な性格

につながるものであろう。また、日本語の指示詞表現が状況依存的なら、指示詞とその修

飾を受ける名詞の関係にもそのことが何らかの形で反映されると思われる。

以下では、日本語と類型的に近いと言われている朝鮮語との比較においても、日本語の

指示詞表現の状況依存的な性格が現れるかどうかを見ていく2)。もし、朝鮮語との比較に

おいても日本語の指示詞表現が状況依存的であるなら、それは日本語指示詞表現の特質で

ある可能性が高く、品詞的な性質や存在論的意味に関して議論するさいに十分心に留めて

おかなければならないだろう。
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2.指示詞表現の削除

ここでは日本語の指示詞表現が朝鮮語では訳出されない場合を見る。日本語の指示詞は

名詞や副詞として独立語の場合もあるし、連体詞として被修飾語である名詞を伴う場合も

ある。連体詞である場合、「指示詞+名詞」全体が訳出されない場合も指示詞のみが訳出

されない場合もある。

211名詞または副詞としての指示詞

次の(Daでは「ソレ」は先行する文に現れる「失敗した書物たち」、(2)aでは先行する

節の表す出来事(「よう子の顔が私の鉢内にいっぱいに膨れあが」ったこと)、またはそ

の結果生じた「(私の体内にいっぱいに膨れ上がったよう子の)顔」、(3)aでは先行する

節の表す出来事(「言われ(て見)」たこと)を指示している(2)aの「ソレ」を、先行

する節の表す出来事の結果生じたものを指示すると解釈した場合、我々は先行する文脈に

ある情報だけに依存するのではなく、そこからさらに新たな情報(結果)を推論によって

引き出していることになる。朝鮮語訳(l)b-(3)bでは日本語原文に該当する指示詞が存在

しない(l)bは1文になっているが、(l)bも(2)bも先行節の動詞は語尾一〇日qJqを取り、

先行節と後行節は前提・結果の関係を結んでいる(2)bは対応する指示詞がないという点

を除いて日本語原文と並行した構造を取っていると言える(3)bの先行節の動詞は語尾-Ll

軸こよって後行節に対する理由を表している(l)b-(3)bのいずれも先行節と後行節の主

語は同一である。日本語原文に該当する指示詞が存在しないということは、翻訳家が不要

だと判断したためであろう。確かに、同一主語の先行・後行節が前提(理由)・結果の関

係にあるのなら、わざわざ先行節の内容(またはその一部)を指示詞でもって指示する必

然性はないであろう。

(Da失敗した書物たちは、-箇所に集められ、荒縄で縛り上げられ送り返されてきた。

それは、堆く、私の眼の前に積み上げられていった。(鳥獣)

1・㌻U出目特蝣<-:-=・;・}">き_r⊥j∴.11叶・rl・fl<T-
TI"¥_lj∴一丁1I-.1日,S|r.1耳,川日,--ol-cll
L十J主r.'.'.'・r'¥"'1二tlHU^l.

(2)aそのとき、私はよう子の顔が私の鉢内にいっぱいに膨れあがり、それが、私と相手

の女との通路を塞いでしまっていることに、気付いた.(鳥獣)

1)一蝣蝣川上.r.-.ri.-'iユニーlf.1ミ中11。「Itトtテく111蝣・・ドナ司半」g・「r叶・1.Vhllこ蝣:iLf;li:-r.iv]申・1

%呈昔フt五D-M叫司とq一旨鋼管sM-.

(3)aそんな時だけはまともに見えたが、言われて見れば、先刻来礼次ら二人が感じてい

た妙なわだかまりがそれで納得がいけるように思われた。(完全な)

i):?-・;I,.flrvr-,;「告-;^:S:.し卜!l"'1-:主旨IllLl・し1中・1-川il:<事lr「:M-・>

017Tとj71ヱsi<a且可711*¥召司酢=a望昔OjHi呈仝甘号-1y¥旨蚕をoJ中.

次の(4)aでは「ソレ」は先行する節の表す出来事(「-・彼女の獣のにおいと、私の獣

のにおいとがまじり合」ったこと)、またはその結果生じた「(彼女の獣のにおいと私の
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獣のにおいがまじり合ってできた)におい」 、 (5)aでは先行する節の表す出来事( 「--

俺たちがあの店へ女を迎えに行」くこと)を指示している(4)aの「ソレ」を、先行する

節の表す出来事の結果生じたものを指示すると解釈した場合、 (2)aと同じことが言える。

朝鮮語訳(4)b、 (5)bでは、内容的にE]本譜原文の先行節に当たる部分を知こより名詞化し、

述語と格関係を結んでいる(4)bでは主格成分、 (5)bでは具格成分となっているが、いず

れもこれらを指示詞で受ける余地はないであろう。翻訳家は指示詞の使用を避けるために

日本語原文の構造を変えて翻訳したのであろうが、その理由はやはり朝鮮語では指示詞は

不要だと判断したためであろう。

(4)aにわかに色濃くただよいはじめる彼女の獣のにおいと、私の獣のにおいとがまじり

合い、それが彼女と私のあいだの架け橋となるのであろう。 (鳥獣)

b吾S #可7ilせせ卑71人1卑可旨ユ^21 %昔司91 ^人Ⅵ斗^s] s昔司-J ^人月7T朝

弓ミいlL二中　-U-1叶し} M-"トミ　・・;;^4亡1'l・ゴ　"'H'1叶

(5)a明日もう一度、ひと足違いで俺たちがあの店へ女を迎えに行って、それで何もかも

完全に終りというわけさ(完全な)

1-..11<・<)叶'ト汁1,']. ∵1*1け¥-v十叶叶:l -'!蝣'帖!.C「tl　-''-¥¥sLi'¥ ''}蝣ミ'.10_;∴.S'.i:-

-Jol il-'lol -:テ巾寸. *vy-l i:】t- 'い1

以上の例の日本語の指示詞は朝鮮語としては不要、言い換えれば剰余的であると判断さ

れたのであろうが、述語と直接的な文法関係を結んでいる。 (Da、 (2)a、 (4)aでは主語であ

り、 (3)a、 (5)aではデ格におかれている。一方、次の例では日本語の指示詞は述語と直接

的な文法関係を結んでいない。述語と直接的な文法関係を結ばない要素はその文の解釈に

貢献する度合いが低いであろう。すなわち、情報的に剰余性が高いと言える。そのために

朝鮮語訳(6)b、 (7)bでは指示詞が訳出されていないのであろう。なお、 (6)aの「ソレ」は

直前の文の表す内容を指示していると考えられるのに対し、 (7)aの「ソレ」はそうではな

い。 (7)aの「ソレ」は「たまに恋愛する人間」あるいは「たまにある恋愛」のことであろ

うが、これは直前の文には現れておらず、その内容をいわば加工したものである。

(6)a面白いわよ。人間の顔を、毎日たくさん眺めるのは。それは、厭なこともあるけど、

そんなことは、大したことはないわ(鳥獣)

b iサ1 q】叶〔　<?!7lr z*--><蝣-".- 11<M　>叶司4上しミーーー'.I.且. 7トir ;-'-P.-ォl|i.-. ciいV!---17

ユ司瑚せ可3 8M喜且.

(7)aそりゃ、恋愛する人間も無いではありません。しかし、それは相手がみんな近在の

百姓の娘なのです。 (一年半)

b司フ1-f<si睡丁旨小菅ol忠& &昔qq.ユ司q S瑚甘舎里芋己司-ll SI主音7T

-'蝣l宮ト・11~1・.

次の例の「--」は筆者の任意の省略を示す。 (8)a、 (9)a、 (10)aの「ソレ」を解釈する

ためには「--」の直前の文まで数文遡らなければならないようにも見えるが、それだけ
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の労力が必要な指示詞を作家が敢えて使用するとは考えにくい。また、仮にそうやったと

しても(8)a、 (9)aの「ソレ」が正確に何を指示しているかを言うことは難しい。むしろ、

これらの「ソレ」は、物語や会話のまとまりを維持するための、いわば「印」としてのみ

機能していると言った方が当を得ているように思える。すなわち、 「ソレ」を含む文が脈

絡上独立しているのではないことを示しているのである。物語や会話のまとまりを維持す

るためだけの指示詞は情報の上では剰余的である。朝鮮語訳(8)b、 (9)b、 (10)bで指示詞が

訳出されていないのはそのためであろう。

(8)a 「須村さと子さんに、何か生理的な関連はなかったのですか?」 -・そして、それ

は当時の裁判記録を読んで、犯行時が彼女の生理日ではなかったことを思い出した。

(一年半)

b I-∴-1-叫'・}h¥M廿C川叶ii '<!!叶坐1_せ¥¥<i一胃はト.VIふ・) -・・・・;?.01v yと> 0 、1

-'佃蝣-'l 'v-n一叫Ir- '出川~′1 -a-]」-l 'ォfl・|ol oH'.'K^l .ll.1.Cll叶蝣<:-;'!.汁

(9)a 「私は、須村要吉の友人をちょっと知っているのですが、その友人の話によると、

要吉は前々から、そう、一年半ぐらい前から、女房がちっともいうことをきいてく

れないといって、こぼしていたそうです。 --」 -・ 「・・-それは要吉が、情婦の

ところへ通うから、さと子さんが拒絶していたのではないですか?」 (一年半)

h 「~lPl　-i---V-el　-f:-_9-日l申.l蝣?!・蝣:蝣-・¥1 1トh-l-vhユ?!-ll-rl..巨い車M.I‥fl.V_-I

<*K:∵〒!vlド川. oい-} 1¥、こ1 I'ト　こ1-1川叶lli flsl -.'ト<¥- -;;-c・「「.・t! i.:t_lIトyl-

増車ヱOJ忠甘Ll中.--」 -・・・ 「--・司7)o>且且ク図7T召半音葵。同uH-7}人t

.t-V- <さ蝣o 'll:持l-:p. (,普l。こ1 '>H lti王-主fL11」

(10)a 「さと子さんが要吉君に金を与えて、静代の店に行かせていたということで

す。 ・-」 -・ 「じゃあ、それは彼女の寛大な気持ちから出発したと考えてもいい

です」 (一年半)

L- ! ^L--J.T>-蝣ォ1上'蝣・A-.M柏　V!--,丁'.--;--ol一・1一・1二′;r>　サト「i上I- ,'工;- i-1車l山Ilrl-ir

人Bi'iHq　-」 ・・日日「ユ雪中唱ユV¥2]せql車中-g--1Hl舌せ憩ヰヱ"M瑚王

台rLltl.」

以上、日本語の指示詞が剰余的と思われる理由によって朝鮮語では翻訳されない例を見

てきたo　これらの指示詞は品詞的には名詞であったが、副詞としての指示詞についても同

じ理由によって朝鮮語に翻訳されていないと思われる例がある。次の(ll)aの「ソウ」は直

前の「ごめんなさい」を指示しているが、これはあまりにも自明である。また、 (12)aの「コ

ウ」は逆に漠然とそのときの状況を指している。どちらも情報の上からは剰余的である。

そのために朝鮮語訳(ll)b、 (12)bでは指示詞が訳出されないのであろう。

(ll)a 「ごめんなさい」と、彼女は、私の表情をみて、そう言った。 (鳥獣)

1- 「1-1号h>l叶_こトヱ_a--I　川　　Ji'-Vl hM-.

(12)a独りだから,こうして働いているのだと射すさと子さんは微笑しながら主張しまし
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た。 (一年半)

1-「汁91 i川-.-」n v>-llolell LH　".lol叫二Il _'こ-Y-el M-il.1.ユ　　　　ー蝣蝣I'l 'II '1。IL"I

?且.

2-2　連体詞としての指示詞

まず「指示詞+名詞」全体が訳出されない場合を見る(13)aの「ソノこと」の「こと」

自体に具体的な意味はなく、 「ソノこと」全体で先行する文の表す内容( 「椅子の上の彼

女は私にとって、いつも、椅子の上にうずくまる石膏色のかたまりである」こと)を指示

しているo朝鮮語訳(13)bは構造的に先行節の動詞が語尾-ot/olス1を取り、先行節と後行節

は前提・結果の関係を結んでいる。指示詞が現れる余地はないであろうO一方(14)aは主人

公が相手の女性の胴体部分に手で様々に接触している場面に現れた文である。朝鮮語訳

(14)bでは動詞t]l書中(ねじる、ひねる)の目的語が現れていないが、この文脈からその対

象が何であるかは自明である。どちらの場合も、翻訳家が日本語原文の「指示詞+名詞」

が朝鮮語としては剰余的であると判断したのであろう。

(13)aしかし、椅子の上の彼女は私にとって、いつも、椅子の上にうずくまる石膏色のか

たまりである。そして、そのことは、私を他の場合のように当惑させはしない。 (良
獣)

bユ司H-slス囲oL*otoJとコUJSj且書中, M--ォ古平?J.単月ヱ甥91唱可司011

-U-'H'01 M v十二・J十511叶さI--'卜1さt71 LUt 「!河-′1蝣'・U:- -rWh

(14)aその胴をねじってみたり、 (鳥獣)

b l111を。1.tサi'?);ul・.

次は「指示詞+名詞」の指示詞の部分のみが訳出されない例である。これらの例におけ

る指示詞は、その被修飾語である名詞が特定の(人)物を指すこと以外にほとんど情報を

付け加えていない3㌦しかもその定性でさえ指示詞がなくても文脈から埋解できる。やは

り剰余的と言うべきであろう。朝鮮語訳では指示詞が訳出されていない。

(15)a一方に心が傾くにつれ、この夫からの解放を、彼女は望みましたO (一年半)

1- <wi i'};,--I -y-'.1!幸.'-- ¥主潮刊車1いか1 ,1喜・UKrMt-K

(16)a彼女は、陸に引上げられた鰭のように、その躯を波立たせる。 (鳥獣)

1- --IHt -1Plfl c ;,! TIl-I -?;-?!皇o]-v　上告v--　　　i.'lcl・.

(17)aある日、私の部屋に、会社のあの女性が訪ねてきた。 (鳥獣)

b Ol上せ,咽せoll司人HI SI古生衣フT費oT安中.

次の例でも「ソンナ」は「夫婦関係」がどのような「夫婦関係」であるかに関して情報を

ほとんど与えていないoやはり剰余的と言うべきであろう。朝鮮語訳では指示詞が訳出さ
れていない。

(18)aそれで・若かすると、刺すさと子さんの方に、そんな夫婦関係の出来ない生埋上の
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支障があったのではないか、と思ったのですが　(一年半)

I- =川I 'I <-'1'lい:・_'こ-I-叫・ '・1上r. i'. i!1--㌔下1斗ItIL二止一臣'. 1ミ'-'i- i:l;^l :'1-c「1.再ioi ':「llL1丁:1一

致#7L ol専7fl ^胡且敷きtfl-a..

3.一般語句への翻訳

ここでは日本語の指示詞表現が朝鮮語では指示詞ではない一般語句に翻訳された場合を

見る。日本語の指示詞は名詞の場合もあるし、連体詞として被修飾語である名詞を伴う場

合もある。連体詞である場合、 「指示詞+名詞」全体が一般語句に翻訳される場合も指示

詞のみが一般語句に翻訳される場合もある。

3-1名詞としての指示詞

次の(19)aの「コレ」は朝鮮語訳(19)bでは4」 (事件)となっている。筆者の素朴な直

感では、単に「事件」として名詞的に捉えられたものではなく、被告の結婚から夫の浮気、

自分や子供に対する暴力、夫殺しから逮捕、取り調べに至るすべての出来事を指示してい

るように思える。これは先行文脈の特定の部分と照応しているわけではなく、翻訳家は日

本語のように朝鮮語で指示詞を使用すると、それが何を指示しているか理解されにくいと

判断したものと考えられる(20)aの「ソレ」は(20)bでは-1-A (女)と翻訳してある。や

はり筆者の素朴な直感では、単に「女」として名詞的に捉えられたものではなく、 「女」

が「びくりともせずに同じ格好で倒れてい」る状況を指示していると思われる。 「ソレ」

は本来存在論的意味が<モノ>である上に、対物動作を表す動詞「横にする」 、 「起こす」

の目的語になっているにもかかわらず、である.そのために翻訳家は「横にする」 、 「起

こす」を朝鮮語に翻訳する一方でその目的語として指示詞を使用するとそれが何を指示し

ているか理解されにくいと判断し、一般語o}-] (女)と翻訳したのであろう。これに対し、

日本語原文の指示詞の解釈は、物語に描かれた状況に極めて依存したものと言うことがで

昌133!

(19)aこれが公判に回ると、更に同情はたかまった. (一年半)

b MyHモーギトi-l-V一叶　'IS: I %-}H、叫.

(20)a男が、終わって仲間と代ろうとする問も、女はびくりともせず同じ格好で倒れてい

た。誰かがそれを横にしたり起したりさせようとしても、女はゆるんだ何か重い荷

物のように仰向けに延びたままだった。 (完全な)

bせ八回017T,ロー可ヱH*1沓合判71司7T叫胡司司旨号LMlE　-i-J阜晋脅せ卑

曾:-i. C主口・斗'・II'∴ _'・'=叶車!'?】q. :rv:"'「'!- <蝣一・l<?!」-?主.-_v. -vl:.1・I o -I <:;圭司

'-..-i工:M. r一門圭-')-富。1.'・!. -'古一L J-I/)1-サL- I i'!-clLl-'K)子U!十　蝣11,l可一軍.辛-r- '!i

呈59可.

3-2　連体詞としての指示詞

まず「名詞+指示詞」全体が一般の語句に翻訳された例を見てみる(2Daの「コノ格好」
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は(2Dbでは莫(服)と翻訳されているが、発話時の状況からそのように解釈される。また、

(22)aの「ソノ人」も直前の「保険勧誘」から「保険勧誘をする人」という解釈がでてくる。

朝鮮語訳(22)bでは2]51童(外交員)となっている。 「ソノ人」が誰であるかを直接表す言

語的要素は存在しない。

(21)aおい、この格好なんとかしろよ　(完全な)

tl -iyh -%- -;'- -t----.'蝣一蝣'・:iiil

(22)a保険勧誘も、その人の魅力が、大部分作用しますからね。 (一年半)

1) il'.-・^-fr-t sU'sU-I l-'rドト1 -7"*1l l-p・・法rilLl ‥主rL.

次は「指示詞+名詞」の名詞は勿論、指示詞の部分も一般の語句で訳出される例である。

(23)aの「ソノ後」の「後」はおそらく「うしろ」で、 「ソノ後」は「礼次の後」というよ

り、 「礼次」が「部屋を出て台所へ水を飲みに歩いていった後」であろう。日本語はこの

ような状況的な解釈が自然なように思える。朝鮮語訳(23)bでは%司(背後)となっており、

モノ的な解釈がなされている. (24)aの「ソノこと」は前文の内容、すなわち「私が彼女の

躯を知っていること」であるが、 (24)bではその内容がそのまま翻訳されている(25)aの

「ソノ通りに」は直前の「岡島はうなずいた」から岡島がはっきりと答えなかったことを

推論しなくては解釈ができない。朝鮮語訳(25)bではその推論の部分が昔ql且卑jl,瑚甘

Sユ瑚呈(そうですね、と答えた通り)と明示されている。

(23)a礼次は部屋を出て台所へ水を飲みに歩いていった。その後で、女が何か叫んだ後、

また武井が殴りつけるばしっという鈍い音が聞こえて来る。 (完全な)

b司回ス1旨甘-I- 4*1斗半句旦五号%ロ川司召ol恋ヰ・量景-fl入] -i?Iol辛何jl

叶.'1 ;,=主　vr.中p・:1rJl 'トき'+'1-.'川蝣¥_-上叶- <川>oKii -:r-o|-41二川1・叫.

(24)a私は彼女の躯を知っている。会社の部屋の中で、私は石膏色のかたまりを見る眼つ

きでしか、彼女を眺めないので、誰もそのことに気づかない。 (鳥獣)

b L†旨ユリ9]号音ol司書oJヱ5U4. 4号曇せ011'M H旨ユUl喜雪ヱ4)o] x$6]司

呈且とolqo11曹司o}7lヱOJス　サ7　瑚昔-i　->早王瑚7TユV¥B)昔竿ol号曽ヱ

生江三三.'打]-r- -r一里H It柑-:ii c:¥¥z- ~';¥-1叶

(25)a岡島はうなずいたが、その通りに、よく分らないといった顔つきだった。 (一年半)

t) <",'蝣*いlUl-I- -li'工LlLは'「こk! ^ヾ'1且こ主正. CllvIキV.1時・!- "1朴'ト　　1*:- c:l

・:T it-こ10 <?】rl.

以上、日本語の指示詞表現はその意味を酌んで朝鮮語でより明示的に翻訳されている。

逆に日本語の指示詞表現の解釈はそれだけ状況に依存する部分が大きいと言えよう。以下

の例では日本語の指示詞が人を表す用法に転用された指示詞、または「指示詞+人を表す

形式名詞」で翻訳されているが、 「人」の方が認知しやすい。その意味で日本語の指示詞

表現は朝鮮語でより明示的に翻訳されていると言えよう。

(26)a次の瞬間、私は腕を彼女の片方の腕にからませ、その小さな躯を引立てるようにし
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て歩きだした。 (鳥獣)

bq%音7J 4させ%ユl^S]単等普-1] #阜邦,ユM3卑合音%沓ot甘71芙ol

叫ヱ召<H&叫.

(27)aそうだ。あの顔には、死相があった。 (鳥獣)

1- -if:'叶二はl望て・用　-:^oHiU-　Sirト?:一　・.!*いi!.v.'VU-K

(28)aあの澄み切った瞳は純真そのものです。 (一年半)

tl :ii- s-i 11%月日nL l_-ミr-JM-旨11巨.!_古て! -irllj.!.;,!.

4.名詞の添加J)

次の例では日本語原文の指示詞が朝鮮語で「指示詞+名詞」に翻訳されている(29)bで

はスl召(様子)、(30)bでは旦OJ(普)(模様)、(31)bでは召(点)が指示詞の被修飾語と

なっている。これらの名詞を添加することで朝鮮語の指示詞表現の情報の精度が上がって

いると言えよう。相対的に日本語原文の指示詞は情報の精度が低く、その分解釈を物語の

状況に依存しなければならない。

(29)aあれで自殺でもされたら店が大迷惑だから、他に身元も知れないので、紹介した高

木に一応女を出来るだけ早く引き取って欲しいということだったが、(完全な)

hユ且二.忌中「寸VM叫IT:斗t¥N帖~'川'}-=l「!lyl車1!叶-S.il,上;:x-li!ltl-ミ・1-Tl

呈曾午忠吾可O],仝7u車中オ7171-11せ^<?!-ァ-弓手oJ旨瑚ヱ曹司せ○}&

旦*¥寺頚叫と0月71忠可.

(30)aそれらは、それぞれ、なにかの鳥や獣や虫や魚の形に似てはいるのだが、(鳥獣)

bJli'll'-1:.i}?-悪′l半.三:--'.1し「出--olLl・.斗r-r?.サ-
サ_--i-v.--.一周Lt三十.V--7「.、l-<}叫
手車11"・'蝣]'・・1

(31)aそれは断言出来ます。(一年半)

bユ忍苦せ91曹千%M且.

同様のことが次の例でも言える(32)aの「ソコ」は先行文脈の表す「男たちが殺伐とし

た雰囲気で、寂しく働いている」という状況を指示するのか、「工事現場」という<場所

>を指示するのかはっきりしない.しかし、翻訳家は東(所)を指示詞に添加することで

場所(工事現場)の解釈を行っている。はやり、朝鮮語の指示詞表現に比べて、日本語の

指示詞表現は情報の精度が低いと言えようO

(32)aそこに現れたのが、保険勧誘に、はるばる東京から来た須村さと子さんと藤井さん

という女の人です。

・;].-.ioflL1・L:lせ',loli'-*1エIj^lo-J,!."I:∴3く蝣i]'-1c*蝣こ-1-ヰ.叶iii.'ii:'y-yト「,i

*Vl・ol叶---a'-'.・卜1rk
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5.輪郭のぼやけた指示物

前節の最後に出した例(32)を(33)としてもう一度あげる。朝鮮語訳では日本語原文の「ソ

コ」が「工事現場」という<場所>に解釈されているのだが、「男たちが殺伐とした雰囲

気で、寂しく働いている」という状況がその「工事現場」にある。朝鮮語で-15Jという<

様態>を意味する指示詞が用いられているのはそのためであろう。

(33)aそこに現れたのが、保険勧誘に、はるばる東京から来た須村さと子さんと藤井さん

という女の人です。(鳥獣)

1-叶:「l'cL!-i"1・＼M-1].'.*,!-''I:;''.-I'l.P-.'.iVl-'.---',|r|、1-I1--"ニIT,し叶M--',---1∫卜r"v
l-*1

tlll-olヒC.いKKl叫.

次の例でも、「コノ辺」には「近くに人家もない」という状況があることが示されている。

朝鮮語では(33)bと同じように03が用いられているO

(34)a一体こんな時間、近くに人家もないこの辺で、女が今まで何をしていたのか見当が

つかない。(完全な)

b王ql瑚ole3人<RMl,モ司-ll91?}王忠旨O]Bl天01回o^olo]スl音叫ス1号S-ァ-中

国越週沼m匿a-olo>#t¥-

このように、朝鮮語では日本語に比べ、状況的意味合いが感じられることろでは<様態>

を意味する指示詞を用いる傾向がある。

次の(35)aの指示詞「ソノ」の修飾を受ける「疑い」はそもそも意味的に命題の存在を、

(36)aの「仕事」は人の活動を前提とし、(37)aの「つもり」、つまり「意図」は人の動作

の前提となる。このように、日本語原文では命題や人の活動・動作と意味的に密接な関係

のある名詞が指示詞の被修飾語となっているが、朝鮮語訳(35)b、(36)b、(37b)では<様態

>を意味する指示詞がそれぞれs]S(疑い)、Oj(仕事)、9]王(つもり、意図)を修飾

している。命題や人の活動・動作はコトであるので、朝鮮語では<様態>を意味する指示

詞を用いるのが適当だと判断したのであろう。一方、日本語は、状況的意味合いが感じら

れるかどうか、または被修飾語が意味的にコトと密接な関係があるかどうかと、<様態>

を意味する指示詞を用いるかどうかとは、朝鮮語ほどの相関性を持たないと言えよう。

(35)aしかし、そのような彼女が、なぜ時折、私の部屋に訪れてきたのだろうか。その疑

いが、かえって私と彼女のつながりを保った。(鳥獣)

tl二U--1LrOITS'-.-:.iL1'11叫サ!|叫1-vl-Ml-当千蝣w*十蝣ff-V.'卜;!-c-!こ巨I∫.こIi-1しい1・

ユリ卑91尊瑚言ス1奇人1怒中.

(36)aわれわれは学校を出て、好きでこの仕事に入ったのですが、山から山を渡り歩いて

いると、さすがに都会が恋しくなります。(一年半)

1--wド昌ニーL;主*-::-:/-ci¥こKv.X一卜loli.T上hlc11-蝣'!'一一1-T"-Oい1-;l-:・トilM:・t工∴ォr.:-"i

tト主.l_'・lヱ蝣-vlご¥x一汁Il~1-:ivl蝣'!蝣呈川叶

(37)aじゃ、さと子さんに、矢張りはじめからそのつもりがあったというのですか?仁・
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年半)

bユ召人注丑1H囲雪人1司書半可三里.且妄y¥ 51忠申させ昔を-frdl?

以上の例では、日本語原文の指示詞表現は状況的意味を帯びていると言うことができよ

う。状況的意味を帯びているならそれだけ指示物の輪郭はぼやける。言い換えれば、日本

語指示詞表現は本来の指示物より輪郭のぼやけた物を指示する傾向があるのである。この

ことは、 2-3節にあげた日本語原文の指示詞が本来<もの>を表すにもかかわらず、先行

文脈の表す出来事を指示している例が多数あり、さらにいくつかの例では推論などにより

先行文脈から新たな情報を引き出す必要があったことからも裏付けられる。

このように、日本語の指示詞表現は指示詞の本来的な存在論的意味から逸脱した用いら

れ方をすることが多い。また、本節で示したようにその被修飾語である名詞のコト的な意

味に拘束されにくい。いずれも、日本語の指示詞表現が状況依存的であることに由来する

ものと言えようO

san細

日本語の指示詞表現が朝鮮語との比較においても状況依存的であることは疑いないよう

に思える。その剰余的な用いられ方も状況依存的な性格があるために許容されるのであろ

う。前節の終わりで、日本語の指示詞表現は指示詞の本来的な存在論的意味から逸脱した

用いられ方をすることが多く、その被修飾語である名詞のコト的な意味に拘束されにくい

と述べたが、今後はどの程度そうなのかを調べる必要がある。さらに、それが日本語指示

詞を学習するさいの困難とどのような関係があるかを明らかにしなければならないだろう。
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注

1)日本語と朝鮮語の指示詞は、品詞的性質、存在論的意味、指示物の話者からの距離に

基づいて、次のような体系を考えることができる。朝鮮語の<様態>を表す指示詞は指示

形容詞(または動詞)と言うべきものであり、語幹のみを示した。また、召Stfl(2001)の

ように朝鮮語の指示詞から<場所>以外の名詞的性質を持っているものを排除する主張も

あるが、標準的な考えに従った。なお、厳密に言えば、副詞ol司,ユ司,司司は<様態>

も表す。

[日本語の指示詞の体系]

品詞 名詞 連体詞 副詞

存在論的意味 もの 場所 方向 位置 様態

話者か らの距離

話 し手に近 い これ 、,..、,.」し-
こち ら こっち この こんな こんなに こう

聞き手に近 い それ そ こ そち ら そ っち その そんな そんなに そ う

両者か ら遠 い あれ あそ こ あち ら あっち あの あんな あんな に ああ

[朝鮮語の指示詞の体系]

品詞 名詞 冠形詞 副詞 形容詞 (動詞)

存在論的意味 もの 場 所 IJ¥"¥ 位 置 方向 様態

話者か らの距離

話 し手 に近 い Olろミ Ol7 1 01号 〇一 o i O一望l

聞き手 に近 い ユ項 717 ユ号 ユ ユ司 ユ専l

両者 か ら遠 い 司 7} 司7ー 司等 司 司司 -蝣蝣fy -

2)以下のような日本語の小説とその朝鮮語訳を資料とした。 ( )内は略号である。

・石原慎太郎『完全な遊戯』　新潮文庫　新潮社1978年(24刷) (完全な) /中東漢『

完全せ遊戯』　日本短篇文学全集Ⅵ　新太陽祉1974年

・松本清張『一年半待て』　松本清張短編総集　講談社1971年　(一年半) /表文台『

一年半71中司子^11且』　日本短篇文撃全集V　新太陽祉1974年
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・吉行淳之介『鳥獣虫魚』　小田切進(宿) 『日本の短編小説』昭和(下)　潮文庫

潮出版社1977年(2刷) (鳥獣) /呉成績『鳥獣姦魚』　日本短篇文学全集Ⅵ　新太陽

虎土1974年

日本語の小説とその朝鮮語訳を資料にしたのは、両言語の口語に基づいた多様な表現

を採集するためであるのと同時に、日本語と類型的に類似している朝鮮語への翻訳にお

いて、翻訳家が直訳しなかったところが両言語の深い所にある差異に由来する可能性が

高いと推測したからである。もちろん、翻訳者の個人差によって、あるいは同じ個人で

あっても一貫した翻訳がなされるとは限らないので、このような翻訳を用いた表現の分

析から拘束力の強い規則、つまり文法を発見することは期待薄である。むしろ、いわば

緩やかな規則ないしは傾向を見出すのに適していると思われる。本稿にはそれで十分で

ある。

3)これらの指示詞は情意的なニュアンスも含むが、朝鮮語で訳出されていないことろを

見ると、それは重視されていないのであろう。このニュアンスは本来的な指示物の<距

離>と物語に描かれた状況に由来するので、その意味でも日本語の指示詞表現がより状

況依存的であると言える。

4)次のように、日本語原文の「指示詞+名詞」が朝鮮語で指示詞のみで翻訳されるもあ

る。これは現象的にはこの節で述べることと逆であるが、問題の名詞が実質的意味をほ

とんど持たないことに注意されたい。

・ aいや、あるいは彼らは依然として人間の形のまま、部屋のあちこちの空間を占め

ており、私自身の方がなにかわけのわからぬものに変形しているのかもしれなかった。

そこのところが、私には、よく捉えることができないのだ。その事情は、私が街で

すれちがう人間たちに関しても、同様のことである。 (鳥獣)

b 。W, <H司唱ユ号01 9接せ-J#2]旦曹旦旦*1牀Ml^ qフ国フl号#-!一斗スl可

二'-i 'iU、 Lll寸く・lo] -y-cjlo]-/I -Y -i二千㌻けr KL<&旦三　　川・二iHJ旨一再!"'-jill.HL-;二l-h

卑可?m呈^l主音昔71督午忠盲望olスm, -12雪入1 w A司ql月tfH-9i2

L71ミ-- 'HH.†卓vll '蝣、1 tl.′′li:- 1I 」ユーl・ 1!_こ蝣;¥o]<>lIl.

・ aそれは、厭なこともあるけど、そんなことは、大したことはないわ　(鳥獣)

l)蝣'17・'- "0て'.- til '? 'u-<iせ-IT! :ic iKt斗て!?*叶き且
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